
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
人体の一部に装着される装着具と、
該装着具の人体装着面側に配され、前記人体の生体信号を検出する生体信号検出手段と、
前記装着具の前記人体への装着・非装着状態を検出する装着状態検出手段と、
該装着状態検出手段による検出結果に基づいて、前記人体の生体信号の検出処理を変更す
る処理変更手段とを備え 体信号検出装置

生体信号検出装
置。
【請求項２】

請求項１記載の生体信号検出装置。
【請求項３】
前記装着状態検出手段は、前記発光素子が光を照射したときに前記受光素子が出力する信
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る生 であって、
前記生体信号検出手段は、皮膚を通して人体内部に光を照射する発光素子と、人体内部か
ら戻る光を受光して受光量に応じた信号を出力する受光素子とを備え、
前記装着状態検出手段は、前記発光素子が光を照射したときに前記受光素子が出力する信
号と、前記発光素子が光を照射しないときに前記受光素子が出力する信号とに基づいて、
前記装着具の前記人体への装着・非装着状態を検出することを特徴とする

前記装着状態検出手段は、前記発光素子が光を照射したときに前記受光素子が出力する信
号と、前記発光素子が光を照射しないときに前記受光素子が出力する信号とを比較し、両
者が同等レベルであるとき非装着状態であることを検出し、両者に差が有る場合には装着
状態であることを検出することを特徴とする
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号 と、前記発光素子が光を照射しないときに受光素子が出力する信号
とを比較し
請求項２記載の生体信号検出装置。

【請求項４】

記載の生体信号検出装置。
【請求項５】
前記処理変更手段は、前記装着状態検出手段によって前記装着具の前記人体への非装着状
態が検出されたとき、前記生体信号検出手段

請求項１乃至請求項 の何れかに記載の生体信号検出装置。
【請求項６】
前記処理変更手段は、

記載の生体信号検出装置。
【請求項７】

記載の生体信号検出装置。
【請求項８】

記載の生体信号
検出装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、装着具を被検査人の指、耳、腕、足、胴体、または首などに装着して、生体信
号を検出する生体信号検出装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来より、被検査人の生体信号（脈波など）を検査する際に、作動スイッチを自分で操作
するとともに、装着具内に指などを入れ、センサが検出する生体信号を生体信号検査装置
で検査する生体信号検出装置が知られている。
また、老人や病弱者などの生体信号（脈波など）を、長期間に亘って検査する場合に用い
られ、被検査人の腕や足などに装着具を装着してセンサが検出する生体信号を電波などを
介して生体信号検査装置へ送って検査する生体信号検出装置も知られている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかし、上記従来の技術は、以下に示す課題がある。
前者の生体信号検出装置では、装着具内に指などを入れずに作動スイッチを被検査人が操
作すると、センサが外来ノイズを拾って異常な信号を出力するので、被検査人に異常が起
きたと生体信号検査装置が誤判断してしまう。
【０００４】
後者の生体信号検出装置では、老人や病弱者などが装着具を外してしまうと、センサが外
来ノイズを拾って異常な信号を生体信号検査装置に送信するので、被検査人に異常が起き
たと生体信号検査装置が誤判断してしまう。
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の直流成分 の直流成
分 て、前記装着具の前記人体への装着・非装着状態を検出することを特徴とす
る

前記処理変更手段は、前記装着状態検出手段によって前記装着具の前記人体への非装着状
態が検出されたとき、前記生体信号検出手段による生体信号の検出を中止することを特徴
とする請求項１乃至請求項３の何れかに

への作動用電力の供給を停止することを特徴
とする ３

前記生体信号検出手段による生体信号の検出の中止、もしくは、前
記生体信号検出手段への作動用電力の供給の停止から所定時間が経過したときには、
前記生体信号の検出の再開、もしくは、作動用電力の供給の再開を行うことを特徴とする
請求項４または請求項５

前記生体信号が伝送されて、この生体信号に基づいて生体の状態を表すパラメータを演算
処理する生体信号処理装置を備え、
前記装着具の前記人体への装着・非装着状態に関するデータも前記生体信号処理装置に伝
送され、前記装着具の人体への非装着状態が検出されている間は、前記処理変更手段が、
前記生体信号処理装置における前記生体信号に基づく前記パラメータの演算処理を中止す
ることを特徴とする請求項１乃至請求項３の何れかに

前記生体信号処理装置は、前記装着具の前記人体への非装着状態に関するデータが伝送さ
れたとき、その旨を報知する報知手段を備えることを特徴とする請求項７

PGR2025-00063 Page 00002



また、後者の生体信号検出装置は、構造上、電池から作動用電力が供給されるので、消費
電力の低減を図る必要がある。
【０００５】
本発明の目的は、装着具の非装着時に検出される異常な生体信号に起因する不具合を解消
した生体信号検出装置の提供にある。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
（請求項１）
人体の生体信号を検出する場合には、装着具を人体の一部（指、腕、足、胴体、首など）
に装着する。

装着状態検出手段は、
装着具の 装着

・非装着状態を検出する。
処理変更手段は、装着状態検出手段による検出結果に基づいて、人体の生体信号の検出処
理を変更する。
【０００７】
生体信号検出装置は、装着状態検出手段による検出結果に基づいて、処理変更手段が、生
体信号検出手段による人体の生体信号の検出処理を変更する構成である。このため、装着
具の人体への非装着状態時において、生体信号検出手段から異常な生体信号（＝ノイズ）
が出力されない様にすることができ、もしくは、異常な生体信号に基づいて被装着者の生
理状態を誤って判断することを防止できる。

【００１０】
（請求項 ）
装着状態検出手段は、発光素子が光を照射したときに受光素子が出力する信号のレベルと
、発光素子が光を照射しないときに受光素子が出力する信号のレベルとを比較（下記に示
す）する。
そして、両者の信号が同等のレベルにあるとき、装着具が非装着状態にあると検出し、両
者の信号のレベルに差が有る場合には装着具が装着状態にあると検出する。
【００１１】
装着具を人体へ装着している場合、発光素子が発光すると受光素子が人体内部から戻る光
を受光し、発光素子が発光を停止すると戻る光が無くなるので信号のレベルは略ゼロにな
る。
装着具を人体へ装着していない場合、 光素子が周りの光を受光するので、発光素子を発
光させてもさせなくても同じレベルの信号をセンサが出力する。
【００１２】
発光素子が光を照射したときに受光素子が出力する信号のレベルと、発光素子が光を照射
しないときに受光素子が出力する信号のレベルとを比較して装着具の装着・非装着状態を
検出する構成であるので、装着状態検出手段の構造が簡単であり、生体信号検出装置を安
価に製造することができる。
【００１３】
（請求項 ）
装着状態検出手段は、発光素子が光を照射したときに受光素子が出力する信号の直流成分
と、発光素子が光を照射しないときに受光素子が出力する信号の直流成分とを比較（下記
に示す）して、装着具の人体への装着・非装着状態を検出する。
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生体信号検出手段は、装着具の人体装着面側に配され、人体の生体信号を検出する。この
生体信号検出手段は、皮膚を通して人体内部に光を照射する発光素子と、人体内部から戻
る光を受光して受光量に応じた信号を出力する受光素子とを備える。

発光素子が光を照射したときに受光素子が出力する信号と、発光素
子が光を照射しないときに受光素子が出力する信号とに基づいて、 人体への

生体信号検出装置は、生体信号を検出するための生体信号検出手段を用いて、装着具の装
着・非装着状態を装着状態検出手段が検出する構成であるので、装着状態を検出するため
の専用のセンサが不要であり、装着具を小さくすることができる。

２
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３
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【００１４】
装着具を人体へ装着している場合、発光素子が発光すると、皮膚での表面反射による光と
人体内部から戻る光とを受光素子が受光し、表面反射による直流成分に脈動分が重畳され
た信号波形が得られ、発光素子が発光を停止すると戻る光が無くなるので直流成分および
脈動分が共に無くなり信号波形は略ゼロになる。
装着具を装着していない場合、 光素子が周りの光を受光するので、発光素子を発光させ
てもさせなくても、同レベルの直流成分の信号波形をセンサが出力する。
【００１５】
発光素子が光を照射したときに受光素子が出力する信号の直流成分と、発光素子が光を照
射しないときに受光素子が出力する信号の直流成分とを比較して、装着具の人体への装着
・非装着状態を検出する構成であるので、装着具の人体への装着・非装着状態を高精度で
検出することができる。
【００１６】
（請求項 ）
生体信号検出装置は、装着状態検出手段によって装着具の人体への非装着状態が検出され
たとき、生体信号検出手段による生体信号の検出を処理変更手段が中止する構成である。
このため、装着具の人体への非装着状態時において、生体信号検出手段が生体信号の検出
を行わないので、異常な生体信号が出力されず、この異常な生体信号に起因する不具合（
誤診断など）が生じない。
【００１７】
（請求項 ）
生体信号検出装置は、装着状態検出手段によって装着具の人体への非装着状態が検出され
ると、処理変更手段が生体信号検出手段への作動用電力の供給を停止する構成である。
つまり、装着具の人体への非装着状態において、生体信号検出手段への作動用電力が供給
されないので無駄な電力消費を抑えることができるとともに、異常な生体信号が出力され
ることもない。
【００１８】
（請求項 ）
生体信号検出装置は、生体信号検出手段による生体信号の検出の中止、もしくは、生体信
号検出手段への作動用電力の供給の停止から所定時間が経過したときには、生体信号の検
出の再開、もしくは、作動用電力の供給の再開を処理変更手段が行う構成であるので使い
勝手が良い。
【００１９】
（請求項 ）
生体信号検出装置は、生体信号が伝送されて、この生体信号に基づいて生体の状態を表す
パラメータを演算処理する生体信号処理装置を備え、装着具の人体への装着・非装着状態
に関するデータも生体信号処理装置に伝送され、装着具の人体への非装着状態が検出され
ている間は、処理変更手段が、生体信号処理装置における生体信号に基づくパラメータの
演算処理を中止する構成である。
【００２０】
つまり、装着具の人体への非装着状態の検出を行っている間は、生体信号処理装置による
、生体信号に基づくパラメータの演算処理が成されない。
このため、非装着状態の検出を行っている間に出力される、異常な生体信号に基づく異常
なパラメータが演算処理されないので、誤診断を防止することができる。
【００２１】
（請求項 ）
生体信号処理装置は、装着具の人体への非装着状態に関するデータが伝送されたとき、そ
の旨を報知する報知手段を備える。
このため、報知手段の報知に基づいて、被検査人が装着具を装着しているか否かを、医者
や介護人などの生体信号観察者が把握することができる。
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【００２５】
【発明の実施の形態】
本発明の第１実施例（請求項１、２、３、４、５、 対応）を図１～図４に基づいて説
明する。
図に示す如く、脈波監視システムＫは、装着具１と、生体信号検出手段であるセンサ２と
、装着状態検出手段である装着検出回路３と、処理変更手段である作動制御回路４と、増
幅回路５と、送信回路６と、タイマ回路７とを備える脈波検出装置Ａ、および脈波を監視
する脈波監視装置Ｂにより構成される。
【００２６】
装着具１（プラスチック製）は、指輪形の円筒体であり、被検査人の指１１の基部１１１
が嵌まり容易に抜けない程度の内径を有する（図１参照）。この装着具１の内側は、光の
反射を防止するための表面処理（黒色に塗色など）が施されている。
【００２７】
センサ２は、装着具１内にモールドされたパッケージ２１内に、発光ダイオード２２とフ
ォトダイオード２３とを配設している。
パッケージ２１は、指方向に透光体の窓２２１を有し、黒色のプラスチックで形成されて
いる。
【００２８】
発光ダイオード２２が発光する光が指１１の皮膚を通して指内部に入り、毛細血管に到達
して一部が吸収され、反射散乱されて指内部から戻るので、その戻る光を受光可能な位置
にフォトダイオード２３を配置している。
【００２９】
装着検出回路３は、装着具１が指１１に嵌まっているか否かを判別する回路である。
この装着検出回路３は、発光ダイオード２２が発光した場合にフォトダイオード２３から
得られる信号波形と発光ダイオード２２が発光しない場合に得られる信号波形とを比較す
る（後述する）ことにより、装着具１が指１１に嵌まっているか否かを判別する。
【００３０】
図３に示す如く、装着具１が指１１に嵌まっている場合、発光ダイオード２２が発光する
と、皮膚での表面反射による光（破線で示す）と、毛細血管１２などに当たって人体内部
から戻る光（実線で示す）とをフォトダイオード２３が受光し｛図３の（ａ）左｝、表面
反射による直流成分に脈動分が重畳された信号波形が得られる｛図３の（ａ）右｝。
そして、発光ダイオード２２が発光を停止する｛図３の（ｂ）左｝と戻る光が無くなるの
で直流成分および脈動分が共に無くなり信号波形は略ゼロになる｛図３の（ｂ）右｝。
【００３１】
また、装着具１が指１１に嵌まっていない場合、フォトダイオード２３が周りの光を受光
する｛図３の（ｃ、ｄ）左｝ので、発光ダイオード２２が発光してもしなくても、同レベ
ルの直流成分の信号波形をセンサ２が出力する｛図３の（ｃ、ｄ）右｝。
【００３２】
装着状態の判定は、（１）の様に行っているが、（２）の様に行っても良く、判定を行う
構成が簡単になる。
（１）発光ダイオード２２が発光したときにフォトダイオード２３が出力する信号波形の
直流成分と、発光ダイオード２２が発光しないときにフォトダイオード２３が出力する信
号波形の直流成分とを比較し、両者の信号波形の直流成分が同等レベル｛図３の（ｃ、ｄ
）｝であるとき装着具１が指１１に嵌まっていないと判定し、両者の信号波形の直流成分
に差が有る場合｛図３の（ａ、ｂ）｝には装着具１が指１１に嵌まっていると判定する。
【００３３】
（２）発光ダイオード２２が発光したときにフォトダイオード２３が出力する信号と、発
光ダイオード２２が発光しないときにフォトダイオード２３ 力する信号とを比較し、
両者が同等レベル｛図３の（ｃ、ｄ）｝であるとき装着具１が指１１に嵌まっていないと
判定し、両者に差が有る場合｛図３の（ａ、ｂ）｝には装着具１が指１１に嵌まっている
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と判定する。
【００３４】
作動制御回路４は、センサ２、送信回路６、および装着検出回路３の作動を司る回路であ
る。
この作動制御回路４は、装着具１が指１１に嵌まっているか否かを装着検出回路３に判別
させ、装着状態にあると装着検出回路３が判別した場合には送信回路６に作動用電力を供
給する。
【００３５】
増幅回路５は、オペアンプなどで構成されている。この増幅回路５は、電流ー　電圧変換
回路５１により電圧値に変換されたセンサ２の信号波形（脈波）を増幅する。
送信回路６は、発振部、変調部、および電力増幅部を有する。この送信回路６は、搬送波
を、増幅された信号波形で変調して微弱電波として、離れて設置された脈波監視回路Ｂへ
送信する。
タイマ回路７は、脈波を採取する時刻、または待機時間を記憶させた回路である。このタ
イマ回路７は、脈波を採取する時刻が到来するか、待機時間（数分～数時間）が終了して
採取時間になると、装着検出回路３および作動制御回路４へ作動用電力を供給する。
【００３６】
脈波監視装置Ｂは、受信回路８１、解析回路８２、表示器８３、記録手段８４、および通
報回路８５を備え、病室の隅などに設置されている。
受信回路８１は、送信回路６から送信される変調波から脈波を復調する回路である。
解析回路８２は、復調した脈波を解析する回路である。この解析回路８２は、脈拍数、脈
拍間隔、脈波の波形などを解析して、不整脈や自律神経の異常を見つけ出す。
表示器８３は、液晶ディスプレイなどであり、解析回路８２が解析した解析結果を表示す
る。
【００３７】
記録手段８４は、脈波および解析したデータを採取時刻とともに記憶媒体に格納する装置
である。
通報回路８５は、解析データに著しい異常が認められる場合、ナースセンターなどへ通報
する回路である。
【００３８】
つぎに、脈波検出装置Ａを使用して被検査人の脈波を適宜測定する脈波監視システムＫの
作動を、図４のフローチャートとともに説明する。
【００３９】
ステップｓ１で、作動制御回路４が発光ダイオード２２に通電して発光ダイオード２２を
発光させ、増幅回路５で増幅されたフォトダイオード２３の信号波形を装着検出回路３が
検出する。
【００４０】
ステップｓ２で、作動制御回路４が発光ダイオード２２への通電を停止して発光ダイオー
ド２２の発光を停止し、増幅回路５で増幅されたフォトダイオード２３の信号波形を装着
検出回路３が検出する。
【００４１】
なお、待機状態からステップｓ１への移行は、測定時刻になる（タイマ回路７が装着検出
回路３および作動制御回路４へ作動用電力を供給する）か、テストスイッチ１００を先の
尖ったもので押すことによって行われる。
【００４２】
ステップｓ３で装着検出回路３が装着の有無を判別し、装着していると判別される（ＹＥ
Ｓ）とステップｓ４へ進み、装着していないと判別される（ＮＯ）とステップｓ６に進む
。装着の有無の判別は、具体的には、発光ダイオード２２が発光した場合に得られる信号
波形（ステップｓ１で得られる信号波形）のＤＣ成分と、発光ダイオード２２が発光しな
い場合に得られる信号波形（ステップｓ２で得られる信号波形）のＤＣ成分とを装着検出
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回路３が比較して行う。
【００４３】
ステップｓ４で、作動制御回路４がセンサ２、増幅回路５、送信回路６に通電を行って、
脈波の検出を行い、検出した脈波を変調波によって脈波監視装置Ｂに送信する。
ステップｓ５で、測定時間（数十秒～数分間）が終了したか否か判別し、測定時間が終了
した場合（ＹＥＳ）にはステップｓ６に進み、終了していない場合（ＮＯ）にはステップ
ｓ４に戻って、脈波の検出と脈波の伝送とを継続する。
ステップｓ６で、タイマ回路７は、他の回路への電力供給を停止する。
その後、タイマ回路７が所定の待機時間のカウントを終了すると、再び、ｓ１からの処理
が開始される。
【００４４】
つぎに、本実施例の利点を述べる。
［ア］脈波検出装置Ａは、装着具１が指１１に嵌まっていることを装着検出回路３が検出
すると、作動制御回路４が送信回路６に作動用電力を供給して脈波を脈波監視装置Ｂに送
信する構成である。
このため、センサ２が外来ノイズを拾って送信回路６がノイズを脈波監視装置Ｂに伝送し
てしまうという不具合は生じず、装着具１が指１１に嵌まった状態でセンサ２が検出した
脈波が確実に脈波監視装置Ｂに伝送される。
よって、脈波監視装置Ｂの誤判断を防止することができる。また、脈波検出時に脈波検出
装置Ａを作動させるための作動スイッチを操作する必要がないので使い勝手が良い。
【００４５】
［イ］脈波を検出するセンサ２が、装着具１が指１１に嵌まっているか否かを検出するた
めのセンサを兼ねている。このため、装着状態を検出するための専用のセンサが不要であ
り、脈波検出装置Ａを小さく作ることができる。
【００４６】
［ウ］発光ダイオード２２が発光した場合に得られるフォトダイオード２３の信号波形の
直流成分と、発光ダイオード２２が発光しない場合に得られるフォトダイオード２３の信
号波形の直流成分とを装着検出回路３が比較して装着状態を検出する構成であるので、簡
単な回路構成で精度良く装着状態を検出することができる。
【００４７】
［エ］待機時には、タイマ回路７以外の回路へ作動用電力の供給をカットしているので、
電池交換を行うことなく、被検査人の脈波を長期間に亘って検査することができる。
なお、上述の第１実施例では、装着具１の装着・非装着に関わらず、待機時間は一定とし
たが、非装着時の待機時間を装着時の待機時間より長くしても良い。この場合、それぞれ
の待機時間をカウントする二種類のタイマを設け、装着・非装着に応じて、それらのタイ
マを切り換えて使用する。
【００４８】
本発明の第２実施例（請求項 に対応）を図５～図８に基づいて説明する。
図５に示す如く、脈波解析システムＬは、装着具である指挿入筒１０と、生体信号検出手
段であるセンサ２および増幅回路５と、装着状態検出手段である挿入検出手段３０と、処
理変更手段の一部を構成する電力供給回路３７と、送信回路６とを備える脈波検出装置Ｃ
、および脈波を解析する脈波解析装置Ｄにより構成される。
脈波検出装置Ｃは、可搬が容易なハウジング内に組み付けられ、脈波を検査する際に、被
検査人が寝ているベット横のテーブルなどに載置される。
【００４９】
指挿入筒１０（プラスチック製）は、脈波検出装置Ｃの上部に設けられた円筒体であり、
被検査人の指１１の基部１１１が丁度嵌まる内径を有する。この指挿入筒１０の内側は、
光の反射を防止するための表面処理（黒色に塗色など）が施されている。
【００５０】
センサ２は、発光ダイオード２２およびフォトダイオード２３である。
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発光ダイオード２２が発光する光が指１１の皮膚を通して指内部に入り、毛細血管１２に
到達して一部が吸収され、反射散乱されて指内部から戻るので、その戻る光を受光可能な
装着具１内面の底面側にフォトダイオード２３を配置している。
【００５１】
増幅回路５は、オペアンプなどで構成されている。この増幅回路５は、電流ー　電圧変換
回路５１により電圧値に変換されたフォトダイオード２３の信号波形（脈波）を増幅する
。
【００５２】
送信回路６は、発振部、変調部、および電力増幅部を有する。この送信回路６は、搬送波
を、増幅された信号波形で変調して微弱電波として、離れて設置された脈波解析装置Ｄへ
送信する。
【００５３】
挿入検出手段３０は、マイクロコンピュータ３１、スイッチ３２、プランジャ３３、バネ
３４、プランジャケース３５、および抵抗３６により構成され、指１１が指挿入筒１０に
挿入されているか否かを判別する。
【００５４】
スイッチ３２は、図６に示す様に、ベースフィルム３２１、３２２の裏面に電極３２３、
３２４を貼着し、間にスペーサフィルム３２５を配してなる。このスイッチ３２は、後述
する円形穴３５１の上方に固定されている。
【００５５】
プランジャ３３は、下面が指１１の上面に当接し、上下に変位可能に指挿入筒１０の筒状
部１３内に嵌め込まれた球状部３３１（指１１を傷つけないための形状）と、バネ３４が
嵌まる円柱状部３３２とからなる。
プランジャケース３５は、指挿入筒１０の上部に設けられ、円柱状部３３２が突出する円
形穴３５１をケース上面に設けている。
【００５６】
通常は、バネ３４がプランジャ３３を下方に付勢しているので、プランジャ３３の円柱状
部３３２がスイッチ３２を押圧しないので電極３２３、３２４間が導通せず、電圧ｖがハ
イレベルとなる。この場合、マイクロコンピュータ３１は、指１１が指挿入筒１０に挿入
されていないと判別する。
【００５７】
指１１が指挿入筒１０に挿入されると、プランジャ３３が上方に変移して円柱状部３３２
がスイッチ３２を押圧するので電極３２３、３２４間が導通状態となり、電圧ｖがローレ
ベルとなる。この場合、マイクロコンピュータ３１は、指１１が指挿入筒１０に挿入され
ていると判別し、電力供給回路３７へ制御信号を出力する。
【００５８】
電力供給回路３７は、増幅回路５、送信回路６、および発光ダイオード２２への電力供給
を司る回路である。この電力供給回路３７は、マイクロコンピュータ３１から制御信号が
入力されると電力供給を開始する。
なお、脈波の解析途中に、指１１を指挿入筒１０から出してしまうと、指１１が指挿入筒
１０に挿入されていないとマイクロコンピュータ３１が判別するので、増幅回路５、送信
回路６、および発光ダイオード２２への電力供給を電力供給回路３７が断つ。
【００５９】
脈波解析装置Ｄは、受信回路８１、解析回路８２、表示器８３、および記録手段８４を備
え、病室の隅などに設置されている。
受信回路８１は、送信回路６から送信される変調波から脈波を復調する回路である。
解析回路８２は、復調した脈波を解析する回路であり、処理変更手段の一部を構成する。
この解析回路８２は、脈波に基づいて生体の状態を表すパラメータ（脈拍数、脈拍間隔、
脈波の波形）を演算処理して解析し、不整脈や自律神経の異常を見つけ出す。
なお、脈波が復調されるまで（指挿入筒１０への指１１の挿入・非挿入の検出を行ってい
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る間）は、脈波に基づくパラメータの演算処理を解析回路８２が行わない。
【００６０】
表示器８３は、液晶ディスプレイなどであり、指１１の挿入状態や、解析回路８２が解析
した解析結果を表示する。
記録手段８４は、脈波および解析したデータを採取時刻とともに記憶媒体に格納する装置
である。
【００６１】
つぎに、脈波検出装置Ｃを使用して被検査人の脈波を解析する脈波解析システムＬの作動
を、図７のフローチャートとともに説明する。
【００６２】
（脈波検出装置Ｃ側の作動）
ステップＳ１で、電圧ｖに基づき、マイクロコンピュータ３１は、指１１が指挿入筒１０
に挿入されているか否かを判別し、挿入されていると判別する（ＹＥＳ）とステップＳ２
に進む。また、挿入されていないと判別する（ＮＯ）とステップＳ５に進む。
【００６３】
ステップＳ２で、電力供給回路３７は、増幅回路５、送信回路６、および発光ダイオード
２２へ電力供給を開始する。
これにより、脈波検出処理（ステップＳ３）が成され、脈波データ送信処理（ステップＳ
４）が成される。
【００６４】
ステップＳ５で、電力供給回路３７は、増幅回路５、送信回路６、および発光ダイオード
２２への電力供給を停止する。なお、マイクロコンピュータ３１および電力供給回路３７
への電力供給は、常時、行われる。
また、上述の脈波検出処理および脈波データ送信処理は、マイクロコンピュータ３１が内
蔵するタイマを用いて、所定間隔（数十秒～数十分）毎に行われる。
【００６５】
（脈波解析装置Ｄ側の作動）
ステップＳ６で、変調波が送られて来ているか否かを判別し、変調波が送られて来ている
場合（ＹＥＳ）にはステップＳ７へ進み、変調波が送られて来ていない場合（ＮＯ）には
ステップＳ１１へ進む。
【００６６】
ステップＳ７で表示器８３に脈波の波形を表示し、ステップＳ８に進む。
ステップＳ８で、解析回路８２が脈波の波形を解析し、正常の場合（ＹＥＳ）はステップ
Ｓ９に進み、異常の場合（ＮＯ）はステップＳ１０に進む。
【００６７】
図８の▲２▼に示す様に、ステップＳ９で、表示器８３に、“正常です”（表示２）を表
示する。
図８の▲３▼、▲４▼に示す様に、ステップＳ１０で、表示器８３に、“頻脈が出ていま
す”、“除脈が出ています”、“ノイズが混入しています”などの異常内容（表示３、４
）を表示する。
図８の▲１▼に示す様に、ステップＳ１１で、表示器８３に、“指が挿入されていません
”（表示１）を表示する。
【００６８】
つぎに、本実施例の利点を述べる。
［オ］脈波解析システムＬの脈波検出装置Ｃは、指１１の指挿入筒１０内への挿入をマイ
クロコンピュータ３１が検出すると、作動制御回路４が発光ダイオード２２、増幅回路５
、および送信回路６に作動用電力を供給する構成である。
【００６９】
このため、指１１が挿入状態になった後に、脈波の検出動作と脈波の送信が成されるので
、フォトダイオード２２が外来ノイズ（周りの光）を拾って送信回路６がそのノイズを脈
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波解析装置Ｄに伝送してしまうという不具合は生じず、指挿入筒１０に指１１を挿入した
状態で検出された脈波を確実に脈波解析装置Ｄに伝送することができる。
【００７０】
よって、脈波解析装置Ｄの誤判断を防止することができる。また、脈波検出時に脈波検出
装置Ｃを作動させるためのスタートスイッチが不要であるので使い勝手が良い。
また、待機時には、発光ダイオード２２、増幅回路５、および送信回路６に作動用電力が
供給されないので、脈波検出装置Ｃ側の待機電力を減らすことができる。
【００７１】
つぎに、本発明の第３実施例（請求項 に対応）を図９に基づいて説明する
。
図９に示す如く、脈波解析システムＭは、脈波検出装置Ｅと、脈波を解析する脈波解析装
置Ｄ（図５のもの）とにより構成され、下記の点が第２実施例の脈波解析システムＬと異
なる。
【００７２】
挿入検出手段３００は、マイクロコンピュータ３１、リードスイッチ３０２、磁石３０３
、抵抗３０４、３０５、コンデンサ３０６により構成される。
リードスイッチ３０２は、指挿入筒１０の入口から若干奥の上部内側に配設され、抵抗３
０４、３０５の接続点に一端を接続している。
【００７３】
磁石３０３は、リードスイッチ３０２より入口側の上部内側に取り付けられている。この
磁石３０３は、指１１の指挿入筒１０への挿入によってリードスイッチ３０２側に回動す
る。
【００７４】
通常は、リードスイッチ３０２の接点がオフになっているので、電圧ｖがハイレベルとな
る。この場合、マイクロコンピュータ３１は、指１１が指挿入筒１０に挿入されていない
と判別する。
【００７５】
指１１が指挿入筒１０に挿入されると、磁石３０３がリードスイッチ３０２方向に回動す
るのでリードスイッチ３０２がオン状態となり、電圧ｖがローレベルとなる。この場合、
マイクロコンピュータ３１は、指１１が指挿入筒１０に挿入されていると判別する。
【００７６】
本実施例の脈波検出装置Ｅを用いる脈波解析システムＭは、上記［オ］に準じた利点を有
する。
【００７７】
つぎに、本発明の第４実施例（請求項 に対応）を、図１０に基づいて説明
する。
図１０に示す如く、脈波解析システムＮは、脈波検出装置Ｆと、脈波を解析する脈波解析
装置Ｄ（図５のもの）とにより構成され、下記の点が第２実施例の脈波解析システムＬと
異なる。
【００７８】
挿入検出手段３００は、マイクロコンピュータ３１、フィルム形スイッチ３０７、抵抗３
０４、３０５、コンデンサ３０６により構成される。
フィルム形スイッチ３０７は、指挿入筒１０の入口から若干奥の上部内側に配設され、抵
抗３０４、３０５の接続点に一端を接続している。
【００７９】
通常は、フィルム形スイッチ３０７の接点がオフになっているので、電圧ｖがハイレベル
となる。この場合、マイクロコンピュータ３１は、指１１が指挿入筒１０に挿入されてい
ないと判別する。
【００８０】
指１１が指挿入筒１０に挿入されると、フィルム形スイッチ３０７の接点が圧力によりオ
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ン状態となり、電圧ｖがローレベルとなる。この場合、マイクロコンピュータ３１は、指
１１が指挿入筒１０に挿入されていると判別する。
【００８１】
本実施例の脈波検出装置Ｆを用いる脈波解析システムＮは、上記［オ］に準じた利点を有
する。
【００８２】
つぎに、本発明の第５実施例（請求項 に対応）を図１１に基づいて説明す
る。
図１１に示す如く、脈波解析システムＯは、脈波検出装置Ｇと、脈波を解析する脈波解析
装置Ｄ（図５のもの）とにより構成され、下記の点が第２実施例の脈波解析システムＬと
異なる。
【００８３】
挿入検出手段３００は、マイクロコンピュータ３１、サーミスタ３０８、抵抗３０４、３
０５、コンデンサ３０６により構成される。
サーミスタ３０８は、指挿入筒１０の入口から若干奥の上部内側に配設され、抵抗３０４
、３０５の接続点に一端を接続している。
【００８４】
通常は、サーミスタ３０８は室温を検出しているので、電圧ｖが検出室温に対応したレベ
ルである。この場合、マイクロコンピュータ３１は、指１１が指挿入筒１０に挿入されて
いないと判別する。
【００８５】
指１１が指挿入筒１０に挿入されると、サーミスタ３０８が体温により温められ、電圧ｖ
が変化する。この場合、マイクロコンピュータ３１は、指１１が指挿入筒１０に挿入され
ていると判別する。
【００８６】
本実施例の脈波検出装置Ｇを用いる脈波解析システムＯは、上記［オ］に準じた利点を有
する。
【００８７】
つぎに、本発明の第６実施例（請求項 に対応）を図１２に基づいて説明す
る。
図１２に示す如く、脈波解析システムＰは、脈波検出装置Ｈと、脈波を解析する脈波解析
装置Ｄ（図５のもの）とにより構成され、下記の点が第２実施例の脈波解析システムＬと
異なる。
【００８８】
挿入検出手段９は、マイクロコンピュータ９０、電極９１、９２、抵抗９３、９４、コン
デンサ９５により構成される。
電極９１、９２は、指挿入筒１０の入口から若干奥の中央両内側に配設され、抵抗９３、
９４の接続点に一端を接続している。
【００８９】
通常は、電極９１、９２間は無限大の抵抗値であるので電圧ｖは略電源電圧である。この
場合、マイクロコンピュータ９０は、指１１が指挿入筒１０に挿入されていないと判別す
る。
【００９０】
指１１が指挿入筒１０に挿入されると、抵抗９３、９４の接続点の電圧は、抵抗９３と、
電極９１、９２間の電気抵抗（指の電気抵抗）とによって分圧されるので電圧ｖは低下す
る。
この場合、マイクロコンピュータ３１は、指１１が指挿入筒１０に挿入されていると判別
する。
【００９１】
本実施例の脈波検出装置Ｈを用いる脈波解析システムＰは、上記［オ］に準じた利点を有
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する。
【００９２】
つぎに、本発明の第７実施例（請求項 に対応）を図１３に基づいて説明す
る。
図１３に示す如く、脈波解析システムＱは、脈波検出装置Ｉと、脈波を解析する解析装置
Ｄ（図５のもの）とにより構成され、下記の点が第２実施例の脈波解析システムＬと異な
る。
【００９３】
挿入検出手段９は、マイクロコンピュータ９０、電極９１、９２、および発振回路９６に
より構成される。
【００９４】
電極９１、９２は、指挿入筒１０の入口から若干奥の中央両内側に配設されている。
発振回路９６は、コイル（図示せず）と、電極９１、９２のキャパシタとにより決まる所
定周波数で発振（高周波）する回路である。
【００９５】
指１１を指挿入筒１０に挿入すると、電極９１、９２間の静電容量が変化するので、発振
回路９６の発振周波数が変化する。
これにより、マイクロコンピュータ３１は、指１１が指挿入筒１０に挿入されていると判
別する。
【００９６】
本実施例の脈波検出装置Ｉを用いる脈波解析システムＱは、上記［オ］に準じた利点を有
する。
【００９７】
つぎに、本発明の第８実施例（請求項 に対応）を図１４に基づいて説明す
る。
図１４に示す如く、脈波解析システムＲは、脈波検出装置Ｊと、脈波を解析する解析装置
Ｄ（図５のもの）とにより構成され、下記の点が第２実施例の脈波解析システムＬと異な
る。
【００９８】
挿入検出手段９は、マイクロコンピュータ９０、電極９０１、９０２、９０３、および皮
膚電位検出回路９０４により構成される。
【００９９】
電極９０１、９０３は、指挿入筒１０の入口から若干奥の上部内側に配設されている。
電極９０２は、指挿入筒１０の入口から若干奥の下部内側に配設されている。皮膚電位検
出回路９０４は、オペアンプなどにより構成され、電極間の電圧を増幅する。
【０１００】
指１１を指挿入筒１０に挿入すると、皮膚電圧により電極９０１、９０２間に数十ｍＶの
電圧が発生するので、指１１が指挿入筒１０に挿入されているとマイクロコンピュータ９
０が判別する。
【０１０１】
本実施例の脈波検出装置Ｊを用いる脈波解析システムＲは、上記［オ］に準じた利点を有
する。
【０１０２】
本発明は、上記実施例以外に、つぎの実施態様を含む。
ａ．生体信号検出装置から生体信号監視装置への脈波の伝送は、電波、超音波、光などに
よるワイヤレス伝送以外に、接続線を使用して有線で行っても良い。
【０１０３】
ｂ．伝送手段は、装着具が装着状態に無い場合、センサからの信号波形を遮断や短絡して
生体信号監視装置への伝送を停止しても良い。
【０１０４】
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ｃ．装着具は、ゴム製の帯体や筒体であっても良く、また、人体に貼着する形状であって
も良い。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１実施例に係る、脈波監視システムの脈波検出装置の構造を示す説明
図である。
【図２】本発明の第１実施例に係る脈波監視システムのブロック図である。
【図３】装着具を指に嵌めている状態と嵌めていない状態とにおいて、発光ダイオードを
発光させた場合とさせない場合とにおいて得られる各信号波形の違いを示す説明図である
。
【図４】本発明の第１実施例に係る、脈波監視システムの脈波検出装置の作動を示すフロ
ーチャートである。
【図５】本発明の第２実施例に係る、脈波解析システムの、脈波検出装置および解析装置
の構造を示す説明図である。
【図６】本発明の第２実施例に係る、脈波解析システムの脈波検出装置に用いるスイッチ
３２の構造を示す断面図である。
【図７】本発明の第２実施例に係る、脈波解析システムの脈波検出装置の作動を示すフロ
ーチャートである。
【図８】本発明の第２実施例に係る、脈波解析システムの解析装置の表示の様子を示す説
明図である。
【図９】本発明の第３実施例に係る、脈波解析システムの脈波検出装置の構造を示す説明
図である。
【図１０】本発明の第４実施例に係る、脈波解析システムの脈波検出装置の構造を示す説
明図である。
【図１１】本発明の第５実施例に係る、脈波解析システムの脈波検出装置の構造を示す説
明図である。
【図１２】本発明の第６実施例に係る、脈波解析システムの脈波検出装置の構造を示す説
明図である。
【図１３】本発明の第７実施例に係る、脈波解析システムの脈波検出装置の構造を示す説
明図である。
【図１４】本発明の第８実施例に係る、脈波解析システムの脈波検出装置の構造を示す説
明図である。
【符号の説明】
１　装着具
２　センサ（生体信号検出手段）
３　装着検出回路（装着状態検出手段）
４　作動制御回路（処理変更手段）
１１　指
２２　発光ダイオード（発光素子）
２３　フォトダイオード（受光素子）
３０　挿入検出手段（装着状態検出手段）
３２　スイッチ（検出部）
３３　プランジャ（押圧部）
３７　電力供給回路（処理変更手段）
８２　解析回路（処理変更手段）
８３　表示器（報知手段）
３０８　サーミスタ（感熱素子）
Ａ、Ｃ、Ｅ、Ｆ、Ｇ、Ｈ、Ｉ、Ｊ　脈波検出装置（生体信号検出装置）
Ｂ　脈波監視装置（生体信号処理装置）
Ｄ　脈波解析装置（生体信号処理装置）
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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